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論文審査の要旨 

 

 肩甲上神経が肩甲切痕部で横靭帯により圧迫を受けると、肩甲上神経麻痺と

なる。近年内視鏡技術が進歩し、鏡視下上肩甲横靭帯切離術が直視下手術に代

わり広く行われている。しかし、内視鏡においては視野が狭いため、手術中に

骨形態などを確認することが困難であり、手術前に３DCTなどにより肩甲切痕の

形態を調べておく必要がある。 

肩甲切痕の形態のこれまでの報告は、解剖標本を用いてのものがほとんどで

あり、生体での報告は非常に少ない。また、骨化と年齢の関係にはっきりと言

及しているものはない。本研究では手術患者の 3DCTを用いて、肩甲切痕の形態

について調査を行っている。これまでの解剖標本による肩甲切痕の分類を CTに

応用して検討したところ、肩甲切痕の骨化は 20.2%に認められた。骨化のある型

は骨化のない型に比べて優位に年齢が高く、今回の若年者を含む本研究では、

骨化と加齢の関連があることが示された。 

本研究は生体に対して肩甲切痕の形態を詳細に検討し、肩甲切痕骨化と加齢

の関連性を示した有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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